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【共通語訳】 

目の見えないおばあさんがいらっしゃったそうだが。

そのおばあさんは、嫁と二人で暮らしていた。   

そこの嫁はミミズを取ってきて、ミミズの土をしっ

かり吐かせて、おばあさんにいつも食べさせていたよ

うだ。おばあさんが「これは何なの」と聞くと、「そう

めんですよ」と嫁は答えていた。それは大変おいしか

ったらしい、ミミズは滋養でもあるからね。 

 

そこで、おばあさんは、ミミズを食べるたびに、ひ

とつずつ取っては、筵の下においていたんだって。こ

んなに美味しいんだから、これは取っておいて、娘た

ちが来た時に見せてあげようと思ってね。 

そうしていたようだが、そのうちに、娘たちが目の

見えない親を見舞いに来た。娘たちはおばあさんを見

て、「お母さんは最近太っていらっしゃるけど、何を召

し上がっているのですか」と聞くと、「私は毎日そうめ

んを食べているが、その度にひとつはここに取ってお

いてあるよ。見てごらん。そうめんでしょう」と、筵

の下から出して娘たちに見せた。「アキサミヨー！お母

さんはこんなものを召し上がっていたのですか。これ

はミミズですよ」と、それを見た娘たちが驚いて言っ

た。「えぇっー！」と、おばあさんはミミズと聞いて、

びっくりしたとたん、目が開き見えるようになったん

だって。 

 

おばあさんが太ったのはミミズを食べたからだとそ

の時に分かったそうだ。また、ミミズは人間にとって

滋養だということもね。 

 


